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【公表日】平成24年8月2日(2012.8.2)
【年通号数】公開・登録公報2012-030
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【国際特許分類】
   Ｂ２９Ｂ   7/06     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  23/22     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 210/08     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   8/20     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   8/30     (2006.01)
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   Ｃ０８Ｆ   8/40     (2006.01)
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   Ｃ０８Ｆ 210/08    　　　　
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   Ｃ０８Ｆ   8/30    　　　　
   Ｃ０８Ｆ 236/04    　　　　
   Ｃ０８Ｆ   8/40    　　　　
   Ｂ２９Ｋ  23:00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年2月4日(2013.2.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ．未硬化ブチルアイオノマー材料を含む成型品を平均サイズが５０ｍｍ以下の粒子に
変換する工程；
　ｂ．該粒子を８０～２００℃の温度に加熱する工程；
　ｃ．該粒子を剪断混合条件に１０秒以上暴露する工程；及び
　ｄ．得られた混合物を周囲温度に冷却する工程；
を含む未硬化ブチルアイオノマー材料含有成型品の再生方法。
【請求項２】
　前記アイオノマーが充填剤で充填される請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記剪断混合条件が、密閉式混合器又は押出機を用いて供給される請求項１に記載の方
法。
【請求項４】
　前記温度が１１０～１８０℃である請求項１に記載の方法。
【請求項５】
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　前記粒子が剪断混合条件に１５分以下暴露される請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記アイオノマーが部分ハロゲン化される請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　ａ．周囲温度で極限引張り強度を有する非再生未硬化ブチルアイオノマー材料を供給す
る工程；
　ｂ．該ブチルアイオノマーを８０～２００℃の温度に加熱する工程；
　ｃ．該ブチルアイオノマーを剪断混合条件に１０秒以上暴露する工程；及び
　ｄ．該ブチルアイオノマーを周囲温度に冷却して再生ブチルアイオノマーを形成する工
程；
を含む再生ブチルアイオノマー材料の製造方法。
【請求項８】
　前記再生ブチルアイオノマーの極限引張り強度が、前記非再生ブチルアイオノマーの極
限引張り強度の６０％以上である請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記非再生ブチルアイオノマーの極限引張り強度が１０ＭＰａ以上である請求項７に記
載の方法。
【請求項１０】
　前記再生ブチルアイオノマーの極限引張り強度が６ＭＰａ以上である請求項９に記載の
方法。
【請求項１１】
　前記非再生ブチルアイオノマーが充填剤で充填される請求項７に記載の方法。
【請求項１２】
　前記再生ブチルアイオノマーが硬化されない請求項７に記載の方法。
【請求項１３】
　前記非再生ブチルアイオノマーが部分ハロゲン化される請求項７に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ブチルアイオノマーを剪断混合条件に暴露しながら、窒素系又は燐系求核剤を添加
する工程を更に含む請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記再生ブチルアイオノマー中のアイオノマー部分の含有量が、前記非再生ブチルアイ
オノマー中のアイオノマー部分の含有量よりも多い請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記再生ブチルアイオノマーを成形して物品を形成する工程を更に含む請求項７に記載
の方法。
【請求項１７】
　前記剪断混合条件が、密閉式混合器又は押出機中で供給される請求項７に記載の方法。
【請求項１８】
　前記非再生ブチルアイオノマーの１２５℃でのムーニー粘度ＭＬ（１＋８）が、２５ム
ーニー単位以上である請求項７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記再生ブチルアイオノマーの１２５℃でのムーニー粘度ＭＬ（１＋８）が、前記非再
生ブチルアイオノマーのムーニー粘度の７０％以上である請求項７に記載の方法。
【請求項２０】
　１２５℃でのムーニー粘度ＭＬ（１＋８）が２５ムーニー単位以上で極限引張り強度が
２ＭＰａ以上である未硬化充填ブチルアイオノマーから作った熱可逆性物品。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　更に本発明は、未硬化ブチルアイオノマー材料を含む成型品を平均サイズが５０ｍｍ以
下の粒子に変換する工程；該粒子を７０～１９０℃の温度に加熱する工程；該粒子を剪断
混合条件に１０秒以上暴露する工程；及び得られた混合物を周囲温度に冷却する工程；を
含む未硬化ブチルアイオノマー材料含有成型品の再生方法を提供する。剪断混合条件は密
閉式混合器又は押出機により供給できる。温度は好ましくは１１０～１７０℃の範囲であ
る。
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